
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
「
騎
士
の
夢
」
と
そ
の
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
﹃
愚
者
の
船
﹄
に 

対
す
る
関
係

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー　
　

高
木
昌
史　

訳
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第
二
の
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
あ
る
点
で
は
研
究
の
方
向
を
示
し
て
い
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
青
春
時
代
の
小
品
（
図
版
１
）

は
、
美
術
史
の
文
献
に
お
い
て
は
相
変
わ
ら
ず
通
常
、「
騎
士
の
夢
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
不
確
定
な
名
称
に
現
れ
て
い
る

控
え
目
さ
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
直
ち
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
確
か
に
、
眠
っ
て
い
る
青
年
に
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
努
め
る

二
人
の
女
性
の
一
人
は
、
優
雅
に
差
し
出
さ
れ
た
彼
女
の
小
さ
な
花
に
よ
っ
て
ま
さ
に
︿
悪
徳
﹀
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
、
牧

歌
的
・
享
楽
的
な
行
状
へ
誘
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
も
う
一
方
の
よ
り
厳
し
い
女
性
は
、
本
と
剣
に
よ
っ
て
諦
念
に
満
ち

た
戦
闘
的
な
在
り
方
を
示
唆
し
て
い
る（
一
）。
そ
れ
故
、
こ
の
絵
の
思
想
を
「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
選
択
」
に
関
す
る
プ
ロ
デ
ィ

コ
ス
の
物
語（
二
）と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
先
ず
心
に
浮
か
ぶ
の
だ
が
、
そ
の
物
語
は
我
々
に
と
っ
て
今
日
な
お
「
徳
」V

irtus

と
「
享
楽
（
肉
欲
）」Voluptas
と
の
間
の
倫
理
的
な
決
断
の
範
例
と
し
て
眼
前
に
存
在
し
て
い
る（
三
）。

　

ロ
ン
ド
ン
の
こ
の
小
さ
な
絵（
２
）を
単
純
に
「
岐
路
に
立
つ
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」
と
呼
び
、
そ
れ
を
あ
る
意
味
、
若
き
ラ
フ
ァ

エ
ロ
の
自
己
告
白（
四
）と
み
な
す
こ
と
に
は
確
か
に
心
が
そ
そ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
合
言
葉
に
対
し
て
は
ま
さ

に
強
い
疑
念
が
湧
い
て
こ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
徳
」
と
「
現
世
の
快
楽
」
と
の
出
会
い
が
、
古
典
古
代
の
あ
ら
ゆ
る
著

作
の
中
で
は
、
目
覚
め
た
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
体
験
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
絵
画
に
お
い
て
、

そ
れ
は
夢
見
る
男
の
幻
視
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
も
ち
ろ
ん
決
定
的
な
反
対
理
由
で
は
な
い
。
と
い
う

の
は
、「
現
象
」
か
ら
「
夢
」
へ
の
移
行
は
、
神
話
的
な
思
考
と
い
う
よ
り
は
寓
意
的
な
思
考
に
あ
ま
り
に
近
い
の
で
、
す

で
に
ル
キ
ア
ノ
ス
は
、
明
ら
か
に
ヘ
ラ
ク
レ
ス
寓
話
を
真
似
て
創
作
し
た
「
彫
刻
」
と
「
造
型
」
の
間
の
論
争
を
夢
の
内
容

に
変
換
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
だ（
五
）。

　

中
世
の
文
学
は
さ
ら
に
、
そ
の
対
象
が
古
典
古
代
の
神
話
か
ら
採
ら
れ
て
い
よ
う
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
道
徳
哲
学
か
ら
採
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（21） ラファエロの「騎士の夢」とそのゼバスティアン・ブラント『愚者の船』に 対する関係

ら
れ
て
い
よ
う
と
、「
夢
の
物

語
」
を
ま
さ
し
く
寓
意
的
に
解

釈
可
能
な
奇
跡
の
体
験
と
い
う

典
型
的
な
衣
装
形
式
に
ま
で
高

め
た（
六
）。
但
し
、
人
は
こ
う

思
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
す
な

わ
ち
、
イ
タ
リ
ア
の
ル
ネ
サ
ン

ス
美
術
に
と
っ
て
は
、
ヘ
ラ
ク

レ
ス
の
真
に
古
代
的
な
タ
イ
プ

は
│
英
雄
的-

裸
体
、
ラ
イ
オ

ン
の
毛
皮
と
棍
棒
│
あ
ま
り
に

馴
染
み
の
も
の
と
な
っ
て
い
た

の
で
、
一
六
世
紀
初
頭
に
成
立

し
た
絵
を
眼
前
に
し
て
、
こ
の

タ
イ
プ
か
ら
完
全
に
逸
脱
し
た

青
年
の
姿
を
直
ち
に
「
ヘ
ラ
ク

レ
ス
」
と
み
な
す
こ
と
は
出
来

図版 1　 ラファエロ「騎士の夢」、1504/05年作。17×17cm。ロンドン、ナショ
ナル・ギャラリー所蔵
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な
か
っ
た
、
と
。
こ
の
時
代
の
少
し
進
歩
的
な
芸
術
家
に

と
っ
て
は
、
こ
の
英
雄
を
あ
ら
ゆ
る
神
話
的
属
性
な
し

に
、
単
純
に
ロ
ー
マ
的
な
戦
士
の
衣
装
で
描
写
す
る
こ
と

は
殆
ど
許
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
で
あ
ろ

う
。（
そ
れ
故
に
、
こ
の
絵
の
真
の
意
味
が
も
は
や
分
か

ら
な
か
っ
た
最
初
の
記
述
者
も
や
は
り
、
絵
の
中
に
「
草

原
で
夢
見
な
が
ら
横
た
わ
る
兵
士
」soldato che giace 

dorm
endo alla cam

pagna

以
外
に
は
何
も
見
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
）（
七
）。
し
か
し
「
時
代
遅
れ
の
」
画
家
は
、

中
世
末
期
の
「
衣
装
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
意
味
で
、
ヘ
ラ

ク
レ
ス
を
同
時
代
の
騎
士
と
し
て
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
確

か
に
疑
問
を
抱
く
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
図
版
２

お
よ
び
３
参
照
）（
八
）。
│
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
彼
は
武

具
の
細
部
に
至
る
ま
で
古
典-

古
代
の
性
格
を
保
つ
代
わ

り
に
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
を
実
際
に
︿
同
時
代
的
﹀
に
様
式
化

し
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
絵
の
若
き
英

雄
は
、
い
わ
ば
「
古
代
的
」
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
と
っ
て
は
あ

図版 2　テクスト図版
図版 3　 「ヘラクレスが三頭のライオンを撃

つ」、フランスのペン画、1430年頃
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（23） ラファエロの「騎士の夢」とそのゼバスティアン・ブラント『愚者の船』に 対する関係

ま
り
に
神
話
的
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
フ
ラ
ン
ス
的
」
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
古
代
的
な

の
だ
。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
、
こ
の
小
さ
な
芸
術
作
品
を
実
際
の
描
写
と
い
う
よ
り
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
主
題
の
「
ロ
マ
ン
的
な
変

化
」
と
し
て
眺
め
る
傾
向
が
あ
る
の
は
理
解
で
き
る（
九
）。
ま
た
こ
の
作
品
が
、
一
四
九
七
年
以
後
、
途
方
も
な
く
普
及
し

た
「
ド
イ
ツ
木
版
画
の
構
図
」
と
の
直
接
的

な
影
響
を
想
定
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る

に
十
分
な
く
ら
い
著
し
く
一
致
す
る（
一
〇
）

と
い
う
、
そ
れ
自
体
き
わ
め
て
啓
発
的
な
発

見
も
ま
た
、
久
し
く
現
実
の
説
明
に
至
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
問
題
を
研
究
す
る
と

こ
ろ
ま
で
、
人
は
己
が
高
め
ら
れ
た
と
感
じ

は
し
た
の
で
あ
る
。

　

│
こ
こ
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
徳
と
享

楽
と
の
論
争
」C

oncertatio V
irtutis cum

 

Voluptate

の
描
写
（
図
版
４
）
は
、
一
四

九
七
年
三
月
一
日
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
愚
者
の

図版 4　 「ヘラクレスの決断」、ゼバスティアン・ブラント
『愚者の船』の木版画、バーゼル、1497年
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船
﹄（３
）初
版
（
Ｈ
三
七
四
六
）
に
お
い
て
初
め
て
公
に
な
っ
た
。

│
す
な
わ
ち
、
ヤ
ー
コ
プ
・
ロ
ッ
ヒ
ャ
ー
（Philom

usus

）
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ト
﹃
愚
者
の
船
﹄
の
あ
の
ラ
テ
ン
語
版
で
あ
る
。

そ
れ
は
直
ち
に
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
文
化
国
で
翻
刻
さ
れ
、
殆
ど

あ
ら
ゆ
る
文
化
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
か
な
り
荒
削
り
な
木

版
画
で
、
そ
れ
は
二
人
の
女
性
像
を
風
俗
画
的
な
細
密
描
写

で
繰
り
返
す
比
較
的
小
さ
な
二
枚
の
版
画
（
図
版
５
と
６
）

と
同
様
、
特
に
ラ
テ
ン
語
版
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
一
方
、
他
の
点
で
は
、
一
四
九
四
年
の
ド
イ
ツ
語

初
版
の
木
版
画
を
新
た
に
転
写
す
る
こ
と
で
人
々
は
満
足
し

て
い
た（
一
一
）。
一
部
は
本
来
の
統
合
さ
れ
た
か
た
ち
で
、
一

部
は
互
い
に
分
離
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
三
枚
の
描
写
は
ブ
ラ
ン

ト-

ロ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
﹃
船
﹄
の
翻
刻
や
新
改
作
お
よ
び
そ
の

近
代
語
の
翻
訳
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、

バ
ー
ゼ
ル
の
よ
り
古
い
版
画
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
版
を
利
用
す

る
こ
と
も
あ
り
得
た（
一
二
）。

　

一
方
、
多
く
の
外
国
の
版
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
成
功
し

図版 5　 「享楽」、ゼバスティアン・ブラン
ト『愚者の船』の木版画、バーゼ
ル、1497年

図版 6　 「徳」、ゼバスティアン・ブラン
ト『愚者の船』の木版画、バー
ゼル、1497年
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（25） ラファエロの「騎士の夢」とそのゼバスティアン・ブラント『愚者の船』に 対する関係

た
翻
刻
版
あ
る
い
は
複
製
を
収
録
し
た
。
質
的
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
に
あ
る
部
分
優
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
複
製
の
い
く
つ

か
は
、
鏡
面
の
よ
う
に
逆
向
き
に
な
っ
て
い
る（
図
版
７
）。

ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
そ
の
よ
う
な
逆
方
向
の
（
そ
し
て
様
式
的

に
少
々
「
よ
り
現
代
的
」
な
）
翻
刻
版
を
眼
の
前
に
し
て

い
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
そ
の
論
争
図
を

﹃
騎
士
の
夢
﹄
の
模
範
に
利
用
し
た
と
い
う
推
測
は
、
我
々

に
と
っ
て
恐
ら
く
も
う
一
段
階
進
ん
で
納
得
ゆ
く
も
の
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

＊
（
注
）「
原
注
」
は
出
典
明
示
の
箇
所
を
主
に
訳
出
し
、
他
は
省
略
あ
る
い
は
簡
略
化
し
た
。

原
注

（
一
）	　Passavant, R

aphael von U
rbino, 1839, I S. 69; IIS. 25.

（
二
）	　

美
術
史
の
文
献
に
お
い
て
、
そ
れ
は
「
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
風
」
と
呼
ば
れ
る
（P. Schubring, C

assoni, N
r. 419, 135. K

. Escher, 

M
alerei der R

enaissance in M
ittel- und U

nteritalien, H
andb. d. K

unstw., 1922, S. 253

）.

（
三
）	　

プ
ロ
デ
ィ
コ
ス
物
語
に
関
す
る
豊
か
な
文
献
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は
、Johannes A

lpers, H
ercules in B

ivio, D
iss. G

öttingen 

1912.

で
あ
る
。
さ
ら
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
は
次
の
通
り
。 K

. Joel, D
er echte und der X

enophontische Sokrates 1893/1901, II, S. 

130ff.; E.N
orden, Jahrbücher für klassische Philologie, Supplem

ent. X
V

III, 1892, S. 313.; F. R
iedl, D

er Sophist Prodicus und 

die W
anderung seines H

ercules am
 Scheidew

ege durch die röm
ische und deutsche Literatur, 1908.; O

. H
ense, D

ie Synkrisis in 

図版 7　 「ヘラクレスの決断」、ゼバスティア
ン・ブラント『愚者の船』の木版画、
ニュルンベルク、1497年
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der antiken Literatur, 1893.

（
四
）	　F. Piper, M

ythologie der christlichen K
unst I, 1847, S. 426ff.

（
五
）	　Lukian, Som

nium
, cap. 8-18.

（
六
）	　

中
世
に
お
け
る
夢
物
語
の
愛
好
に
関
し
て
は
、
特
に
次
を
参
照
。Louis K

arl, U
n m

oraliste bourbonnais du 14. siècle, 1912.

さ

ら
にPaul Lehm

ann, Pseudantike Literatur des M
ittelalters, 1927.

（
七
）	　Jacopo M

anilli, V
illa B

orghese, 1650, S. 111.

（
八
）	　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品
を
模
写
す
る
た
め
に
、
一
四
八
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
﹃
教
化
さ
れ
た
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
﹄O

vide 

m
oralisé

の
木
版
画
に
、﹃
頑
健
な
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
つ
い
て
の
本
﹄Livre du fort H

ercules

（
フ
ラ
ン
ス
語
、
一
四
三
〇
年
頃
）
の
ウ
ィ
ー

ン
写
本
の
一
葉
が
加
え
ら
れ
た
。「
ウ
ィ
ー
ン
写
本
二
五
八
六
」。

（
九
）	　G

. G
ronau, R

affael, K
lassiker der K

unst, 5. A
ufl. 1922, S. 218.

（
一
〇
）	 R

. de M
aulde la C

lavière, G
az. D

es B
eaux-A

rts, III. Pér., B
d. X

V
II, 1897, I, S. 21ff.

（
一
一
）	 

﹃
愚
者
の
船
﹄
の
様
々
な
版
や
改
作
や
翻
訳
に
関
し
て
は
次
を
参
照
。Fr. Zarncke, 1854, S. LX

X
IX

, S. 205ff.

さ
ら
に
、

C
harles Schm

idt, H
istoire littéraire de lʼA

lsace a la fin du 15. et au com
m

encem
ent du 16. siècle, 1879, II, S. 342ff.

（
一
二
）	 

一
四
九
七
年
八
月
一
日
の
第
二
版
と
一
四
九
八
年
の
第
三
版
に
お
い
て
は
そ
う
で
あ
る
。

訳
注

（
１
）	　

本
論
文
は
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
著
﹃
岐
路
に
立
つ
ヘ
ラ
ク
レ
ス
お
よ
び
近
代
美
術
に
お
け
る
他
の
古
代
的
絵
画
題
材
﹄

一
九
九
七
（
初
版
一
九
三
〇
）
年Erw

in Panofsky, H
ercules am

 Scheidew
ege und andere antike B

ildstoffe in der neueren K
unst, 

G
ebr. M

ann Verlag, B
erlin 1997 （3 0

）
第
二
部
第
一
章
「
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
︿
騎
士
の
夢
﹀
と
そ
の
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
︿
愚

者
の
船
﹀
に
対
す
る
関
係
」Raffaels > Traum

 des R
itters< und seine B

eziehung zu Sebastian B
rants >Stultifera N

avis<

前
半
（
三

七
│
四
〇
頁
）
の
翻
訳
で
あ
る
。

（
２
）	　

ロ
ン
ド
ン
の
小
さ
な
絵　

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
「
騎
士
の
夢
」
は
現
在
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
、
縦
横
十
七
セ
ン
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（27） ラファエロの「騎士の夢」とそのゼバスティアン・ブラント『愚者の船』に 対する関係

チ
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
あ
る
。

（
３
）	　
﹃
愚
者
の
船
﹄Stultifera N

avis, 

ド
イ
ツ
の
詩
人
で
法
学
者
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ブ
ラ
ン
トSebastian B

rant

（
一
四
五
八
│
一
五
二

一
）
の
寓
意
詩
﹃
愚
者
の
船
﹄D

as N
arrenschiff

の
ラ
テ
ン
語
改
作
版
。
ブ
ラ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
は
、
一
四

九
四
年
に
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
で
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
一
四
九
七
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
翻
訳
が
発
表
さ
れ
、
同
年
、
ブ
ラ
ン
ト
自

身
が
監
修
し
た
ヤ
ー
コ
プ
・
ロ
ッ
ヒ
ャ
ーJacob Locher

に
よ
る
ラ
テ
ン
語
の
改
作
﹃
愚
者
の
船
﹄（
前
記
）
が
バ
ー
ゼ
ル
で
出
版
さ
れ

た
。
こ
の
ラ
テ
ン
語
版
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
を
越
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
多
く
の
人
文
主
義
者
や
知
識
層
の
間

で
愛
読
さ
れ
、
ま
さ
し
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
人
気
を
博
し
た
。﹃
愚
者
の
船
﹄
初
版
に
は
多
く
の
木
版
画
が
挿
絵
と
し
て
付
さ
れ
、

本
の
普
及
に
大
き
く
に
寄
与
し
た
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
論
文
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
絵
「
騎
士
の
夢
」
と
﹃
愚
者
の
船
﹄
木
版
画
と
の
関

連
に
言
及
し
て
い
る
。

「
解
題
」

訳
出
し
た
「
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
︿
騎
士
の
夢
﹀
と
そ
の
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
︿
愚
者
の
船
﹀
に
対
す
る
関
係
」
は
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
著
﹃
岐
路
に
立
つ
ヘ
ラ
ク
レ
ス
﹄（
初
版
一
九
三
〇
年
／
一
九
九
七
年
復
刊
）
第
二
部
「
プ
ロ
デ
ィ
コ
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」
の

巻
頭
を
飾
る
論
文
（
前
半
）
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
英
雄
ヘ
ラ
ク
レ
ス
が
、
若
い
頃
、
野
中
の
分
か
れ
道
で
、
徳
と
快
楽
（
美
徳
と
悪
徳
）
を
象
徴
す
る
二
人
の
美
女
に
遭
遇
し
、

決
断
し
て
前
者
を
選
択
す
る
物
語
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
軍
人
・
歴
史
家
の
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
（
紀
元
前
四
三
〇
頃
│
三
五
四
頃
）
が
著
し
た
﹃
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
思
い
出
﹄
に
最
古
の
テ
ク
ス
ト
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
詳
細
は
第
一
〇
論
文
「
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
︿
ヘ
ラ

ク
レ
ス
﹀」「
解
題
」
に
譲
る
が
、
本
論
文
は
「
プ
ロ
デ
ィ
コ
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」
全
一
〇
篇
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
点
で
も
重
要
で
あ
る
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
美
術
史
研
究
の
関
心
の
一
つ
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
と
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
の
密
接
な
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ギ

リ
シ
ア
神
話
「
エ
ウ
ロ
ペ
の
誘
拐
」
を
扱
っ
た
論
文
（﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
﹄
第
三
二
集
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
の
中
で
彼
は
、
同
テ
ー

マ
を
描
く
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
絵
の
比
較
考
証
か
ら
、
ア
ル
プ
ス
の
北
と
南
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
内
密
な
関
係
を
指

摘
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
訳
出
し
た
本
論
文
で
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
初
期
の
絵
「
騎
士
の
夢
」
と
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
寓
意
詩
﹃
愚
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者
の
船
﹄
挿
絵
（
木
版
画
）
の
構
図
の
類
似
性
に
注
目
す
る
。
以
下
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
こ
れ
に
絡
め
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
論
文
の
歴
史
的
背
景

を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

一
四
八
三
年
、
中
部
イ
タ
リ
ア
の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
に
生
ま
れ
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
（
・
サ
ン
テ
ィ
）
は
一
一
歳
（
一
四
九
四
年
）
で
孤
児
と
な
る
。

一
五
〇
〇
年
、
ペ
ル
ー
ジ
ア
の
工
房
に
入
っ
た
彼
は
本
格
的
に
芸
術
活
動
を
開
始
す
る
が
、
一
五
〇
四
年
に
は
、
多
く
の
芸
術
家
が
活
動
し
て

い
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
向
か
う
。

恐
ら
く
そ
の
直
後
の
一
五
〇
四
／
〇
五
年
に
描
か
れ
た
初
期
の
二
作
品
「
三
美
神
」
と
「
騎
士
の
夢
」
は
、
い
ず
れ
も
縦
横
一
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
小
品
で
、
今
日
、
前
者
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
の
コ
ン
デ
美
術
館
、
後
者
は
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
五
〇
八
年
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
は
教
皇
ユ
リ
ウ
ス
二
世
か
ら
居
室
装
飾
を
依
頼
さ
れ
て
ロ
ー
マ
に
赴
く
。

一
方
、
ア
ル
プ
ス
の
北
で
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
出
身
の
法
律
家
で
詩
人
の
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
（
一
四
五
八
│
一
五
二
一
）

が
、
一
四
九
四
年
、
寓
意
詩
﹃
愚
者
の
船
﹄D
as N

arrenschiff

の
木
版
画
挿
絵
つ
き
初
版
（
ド
イ
ツ
語
）
を
バ
ー
ゼ
ル
で
刊
行
し
て
い
た
が
、

当
時
の
社
会
に
人
文
主
義
の
新
風
を
吹
き
込
む
そ
の
作
品
は
、
三
年
後
の
一
四
九
七
年
、
ヤ
ー
コ
プ
・
ロ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
語
で
改

作
さ
れ
、
前
述
（
訳
注
３
）
の
よ
う
に
、
挿
絵
の
力
も
与
っ
て
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
枠
を
超
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
普
及
し
た
。

ブ
ラ
ン
ト
よ
り
も
一
三
歳
若
い
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
出
身
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、﹃
愚
者
の
船
﹄
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
翌
一
四

九
五
年
、
一
回
目
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
へ
出
掛
け
、
一
五
〇
五
／
〇
六
年
に
二
度
目
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
を
果
た
す
が
、
そ
の
間
の
一
四
九
八
年
、

銅
版
画
「
岐
路
に
立
つ
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」
を
完
成
す
る
。
一
説
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
そ
の
若
き
日
の
遍
歴
時
代
、
一
四
九
二
年
か
ら
一
四
九
四

年
に
か
け
て
バ
ー
ゼ
ル
に
滞
在
し
、
当
地
の
印
刷
所
と
出
版
者
で
、
ブ
ラ
ン
ト
の
﹃
愚
者
の
船
﹄
の
た
め
の
挿
絵
木
版
画
に
関
与
し
て
影
響
を

与
え
た
と
言
わ
れ
る
（
レ
ク
ラ
ム
版
﹃
愚
者
の
船
﹄
解
説
）。

さ
て
、
一
五
世
紀
末
以
来
、
フ
ィ
チ
ー
ノ
や
ポ
リ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
活
躍
し
て
い
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
赴
き
、
人
文
主
義
や
新
プ
ラ
ト
ン
主
義

の
風
土
に
接
し
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
は
、
そ
の
頃
、
油
彩
「
騎
士
の
夢
」
を
描
い
た
が
、
そ
の
中
で
こ
の
新
進
画
家
は
、
画
面
左
側
に
、
書
物
と
剣

を
持
つ
パ
ラ
ス
（
・
ア
テ
ネ
）
を
、
ま
た
画
面
右
側
に
、
花
を
持
つ
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ
立
っ
た
姿
で
配
し
、
中
央
に
は
楯
に
身
を
あ

ず
け
て
眠
る
騎
士
を
描
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
、
プ
ロ
デ
ィ
コ
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
も
似
た
、
美
徳
と
快
楽
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
動
く
若
者

（
恐
ら
く
ラ
フ
ァ
エ
ロ
自
身
）
を
図
像
化
し
た
の
で
あ
る
。
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（29） ラファエロの「騎士の夢」とそのゼバスティアン・ブラント『愚者の船』に 対する関係

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、﹃
愚
者
の
船
﹄
挿
絵
の
影
響
力
に
鑑
み
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
こ
の
小
品
に
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
と
南
方
（
イ
タ
リ
ア
）
ル

ネ
サ
ン
ス
の
密
か
な
関
わ
り
を
探
ろ
う
と
す
る
。
当
否
は
別
に
し
て
も
、
こ
れ
は
魅
力
的
な
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。﹃
岐
路
に
立
つ
ヘ
ラ
ク
レ
ス
﹄

の
復
刊
を
編
集
し
た
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ヴ
ト
ケ
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
「
騎
士
の
夢
」
に
お
け
る
徳
と
快
楽
の
対
立
が
、「
完
全
に
相
い
れ
な
い
も

の
で
は
な
い
」
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
と
見
る
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
見
解
か
ら
出
発
し
て
、
そ
こ
に
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
思
想
に
お
け
る

徳
と
快
楽
と
の
融
和
を
認
め
る
説
（E.W

ind

）
を
紹
介
す
る
（
五
九
頁
）。

図
像
の
比
較
考
証
は
、
時
に
、
国
境
を
越
え
て
、
芸
術
家
と
芸
術
家
、
文
化
と
文
化
が
互
い
に
関
連
し
合
う
生
産
的
な
場
に
光
を
当
て
る
が
、

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
本
論
文
は
、﹃
愚
者
の
船
﹄
を
媒
介
に
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
人
文
主
義
と
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
が
交
錯
す
る
一
五
世
紀
末

か
ら
一
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
交
流
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
点
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
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